
10 農林水産研究推進事業 【令和2年度予算概算要求額 3,301（2,730）百万円】

［お問い合わせ先］農林水産技術会議事務局研究企画課（03-3501-4609）

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１．研究開発
〇 農林水産業・食品産業の競争力強化に向け、国主導で実施すべき研究分野
について、戦略的な研究開発を推進します。
①現場ニーズ対応型プロジェクト
②脱炭素・環境対応プロジェクト
③次世代育種・健康増進プロジェクト
④人工知能未来農業創造プロジェクト

２．環境整備
〇 研究開発と研究成果の社会実装を効果的に行えるよう、知的財産マネジメン
トの強化やアウトリーチ活動強化等の環境整備を行います。
①海外・異分野動向分析
②アウトリーチ活動強化
③知財マネジメント強化

海外・異分野動向分析

知財マネジメント強化

アウトリーチ活動強化

農林漁業者等のニーズを踏まえ目標
を明確にした技術開発を推進するとと
もに、小規模改良や異分野技術の
発掘を推進。

現場ニーズ対応型プロジェクト

革新的温室効果ガス削減・吸収技
術、環境変化に対応する技術等の
開発を推進。

脱炭素・環境対応プロジェクト

次世代育種・健康増進プロジェクト

ゲノム編集技術等の社会実装に
向けて、専門家と国民・関係業界
との双方向コミュニケーションや、消
費者モニターによる栽培ほ場の見
学会等を実施。

ゲノム編集技術による健康に良い育
種素材、品種保護に有効な簡易識
別技術等の開発を推進。

異分野・海外の技術動向を把握・
分析し、戦略策定等に活用。

都道府県等の知財マネジメントの
強化を図るため、手引きの充実や
専門家の派遣等を実施。

人工知能未来農業創造プロジェクト

環境整備研究開発

人工知能（AI）を活用した病害虫
の早期診断技術等の開発を推進。

国 民間団体等
委託

＜事業の流れ＞

＜対策のポイント＞
農林水産業・食品産業の競争力強化に向け、国主導で実施すべき重要な研究分野について、戦略的な研究開発を推進します。また、研究開発と研究成
果の社会実装を効果的に行えるよう、知財マネジメントの強化等の環境整備を一体的に実施します。
＜政策目標＞
○ 重要課題に対応する技術を開発し、研究開発に主体的に参画した農林漁業者等が、開発した技術を実践［令和6年度まで］
○ 海外・異分野の技術開発動向を踏まえた研究開発と効果的な知財マネジメントにより、我が国農林水産業にイノベーションを創出［令和6年度まで］

連携


	スライド番号 1

